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一 「移民」 と 「技術」をめ ぐるアスペク トについて
広 沢 絵里子
アメリカ合衆国を舞台にしたカフカの長篇小説『失踪者』は,『訴訟』,『城』
という他の長篇 と同様,未 完成のまま残された1)。r失踪者』の大半は1912
年9月 の終わりから,1913年1月末の間に書かれ,長 い中断のあと,1914
年にいくつかの断章が書きつがれた。1912年は,作家カフカにとっては 「打
開」 と呼ばれる記念碑的な年であ り,『判決』,『失踪者』,そして 『変身』が
相次いで成立 した時だった2)。
『失踪者』は,17歳の(別 の箇所ではようや く16歳になると言われる)少
年カール ・ロスマソが,ハ ンブルク発の汽船に乗 って,ニ ューヨーク港に到
着するところから始まる物語である3)。しか し,主人公はなん らかの目的を
持ってアメリカに移民 したわけではな く,家庭内で起こったスキャンダルに
よって,両 親か ら追放されたことになっている。物語の出発点からすると,
典型的アメリカ移民を扱った作品でないことは明らかなのだが,し かしなが
ら,カフカの創作の背景に,19世紀以降の,ヨ ーロッパか らアメ リカへの
大量移民 という歴史的事実があることは間違いない。この小論では,ま ず,
1)歴史的 ・社会史的背景 としてのアメリカ移民について述べたあと,2)
カフカをとりまいていたアメリカ情報について触れ,3)最後にr失踪者』
というテクス トにおける重要なアスペク トの一つとして,「アメリカ」「移民」
「技術」の関連について考察する。
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1.歴史的 ・社会史的背景 としてのアメリカ移民
ドイツからアメリカ合衆国への移民は,そ の数が非常に多かったことで有
名である。1830年代から1915年の移民者数を示 した統計資料を見 ると,ア
メリカ入植者全体に占める ドイツ人の割合は,19世紀の間,毎 年4分 の1
か ら3分の1に ものぼっており,1820年か ら1920年の100年間で,合 計550
万人の ドイツ人がアメリカ合衆国に移住 した4)。ド・イッ人は,数 から言え
ば,も っとも大 きな移民グループであ った。 しか し,こ の大量移民 も,
1885年頃にはピークを過 ぎ,20世紀初頭には終息 してゆ く。新大陸への移
民には,主 に宗教的,政 治的,経 済的理由が考えられるが,19世紀の大量
移民は9割 方が経済的動機に裏付け られたものだった。18世紀後半から死
亡率が低下 し,人 口過密のため食料の供給問題が生 じていたこと,19世紀
前半に農民解放 と,職業選択の 自由化が行なわれ,職人たちの間で仕事を巡
る競争が激化 したこと,農地の分割相続のために,安定 した農業経済が確立
できなかった こと,な どが理由となって,多 くの人々が,ア メ リカ合衆国へ
の移民に活路を見いだそうとした。移民の数が19世紀末から減少 したのは,
ドイツ帝国における工業化によって,社 会構造が変化 したことによると考え
られる。また,1917年にはアメリカが移民法を改正 してヨーロッパ人の移
住を本格的に制限 した ことから,大量移民の時代に終止符が打たれた。同じ
年,ア メリカは第一次世界大戦に参戦,ド イツに宣戦布告する。
さて,歴史家が ドイツ人のアメリカ移民について論 じる場合,そ の対象は
原則 として ドイツ諸国,ド イツ帝国から出国した移民者である。そこで,カ
フカの住んでいたチェコ ・ボヘ ミア地方へと徐々に視線を移 して行 くため
に,ま ず,ド イツ以外の中部 ヨーロッパ,つ ま りオース トリア=ハ ンガリー
帝国を中心 とした地域か らのアメリカ移民の動向を見てみたい(「註」のあ
とに添えた 「参考資料」を参照のこと)。1894年までは,ド イツからの移民
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者数 が常 に他 の中欧地域 か らの移 民数 を上 回 っていた。 しか し,1895年以
降,こ の地域 か らの移 民者数 は,ド イツ よ りも多 くなる。 つ ま り,20世紀
初頭,ド イツか らの移民は減少傾向 をた ど り,オ ース トリア=ハ ン ガリーを
中心 とす る地域か らの移民は,第 一次世界大戦勃発 まで増加を続け る。 もち
ろん,こ の ような統計では,オ ース トリア=ハ ン ガ リー地域か らの移民の う
ち,い わゆる ドイツ系,ユ ダヤ系,、ポー ラン ド系,チ ェコ人お よびス ロヴ ァ
キア人 が何割 を占めていたかは判然 と しない。
ところで,チ ェコ地方の経済事情は どうだ ったのだ ろうか。 ピエール ・ボ
ヌールの著 した 『チ ェコス ロバキア史』に従 って,当 時の様子 を概観 してみ
た い5)。チ ェコ地方 は,19世紀半 ばか ら経 済的に大 きな発展 を遂げ,オ ー ス
トリア=ハ ン ガ リー帝国の主要工業地 帯 とな っていた。鉄道網 が整備 され,
プラハ 郊外 には冶金工業 と機 械工業 が発達 し,ボ ヘ ミアは1880年代 には,
一流 の電気設備 国,タ ービン製造 国 となっていた。90年代 には モー ターサ
イ クルや 自動 車の工場 が登場 している。 しか し,資 本 は主 に,ボ ヘ ミア,モ
ラヴ ィア,ウ ィーンの ドイツ人 たちの ものであった。都市人 口は急激 に増加
し,と くに子 沢山なチ ェコ人 の数 が増 えた。 チ ェコ地方 の人 口は,1850年
か ら1910年の あいだに650万か ら1000万にな った。農村地方の人び とは都市
に集 ま り,そ こでは住 宅は不足 し,賃 金 は低 く,失 業 が慢性的だ った。祖国
を捨 て ることを余儀 な くされたチ ェコ人 は,ヨ ー ロ ッパの主要都市,と りわ
けウ ィーンに引 き寄 せ られて ゆ くが(1914年,ウ ィーンのチ ェコ人は10万
に達 す る),1850～60年の十年 間以後 は,海 外,と くにアメ リカ合衆 国へ出
かけ るようになる。
ア メ リカの発明王 エジ ソン が,1911年に ヨー ロ ッパ旅行 の一 環 としてプ
ラハ を訪れた こ とに関連 して,カ フカは 日記 に こう記 している。 「エジソン
はアメ リカでのあ るインタヴ ューで,自 分のボヘ ミア旅行について次の よう
に語 った。『私の意見では,ボ ヘ ミアの比較的高度 な発展 は[中 略],チ ェコ
人の アメ'リカ移民 が盛んに行なわれてい ることや,ア メリカか ら個 々に帰 国
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する者た ちが,そ こか ら新た な努力 を持ち込ん で くるこ とに よる もの であ
る。』」6)エジ ソンの,こ の よ うな発言は,ア メ リカとチ ェコ との活発 な交 流
・を示唆 しているように思われ るが,一 方で,ヨ ハネス ・ウルチデ ィールの よ
うな証言 もある。 ウルチデ ィール によれば,ア メ リカ人 が当時ボヘ ミアに来
るこ とはめったにな く,そ れだけ にエジ ソンの訪問は 目立 ったに違 いない と ・
い うこと,そ して,エ ジソンの発言は,エ ジソンの下 で働 いていたプ ラハ出
身 の技術者 が,ボ ヘ ミアに帰国 した後,指 導的な地位 について活躍 していた
ことに起 因 してお り,し か もそれはチ ェコ人ではな く,カ フカ と同 じような
プラハの ドイツ系 ユダヤ人であ った とい う7)。
2.カ フカを取 り巻いていたアメリカ情報
大量移民の歴史は,ヨーロッパに多 くのアメリカ情報をもたらしていた。
オース トリア=ハ ンガリー帝国では移民局が定期的に新聞を発行 して,移 民
のための情報を提供 していた8)。また一般の新聞,イ ラス ト入 り雑誌,映 画
ニュースなどのメディアを通 じて,典型的なアメリカ像が広まっていた。進
んだ機械化,厳 しい生存競争による成功 と挫折,億 万長者,企 業合同(ト ラ
ス ト),摩天楼,騒 々しい大都会,と いったイメージである。ハル トムー ト
・ビンダーは,カフカの創作過程に直接的 ・間接的影響を与えたと考 えられ
るアメリカ情報を綿密に追跡 している9)。たとえば,カ フカも定期的に読ん
でいた とされるプラハのユ ダヤ系 ドイツ語新聞 「プラーク 日刊(Prager
Tagblatt)」や 「ボヘ ミア(Bohemia)」には,ア メリカについての記事があ
ふれてお り,アメリカ大統領選挙に関 しても詳 しい報道をしていた10)。『失
踪者』における地区判事の選挙運動のシーンは,ア メリカの雰囲気を伝える
重要な要素にもなっている。また,『失踪者』の執筆において直接的な影響
を与えたことで有名なのは,デ ンマークの作家ヨーハン ・ヴィルヘルム ・イ
ェンゼソの小説 「小さなアハスヴェール」,アル トゥール ・ホ リチ ャーのア
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メリカ旅行記,そ してチ ェコのアナーキス ト,ソークプが行なったアメリカ
選挙制度に関するスライ ド講演である11)。
カフカ自身はアメリカに渡ったことはない。 しかし,『失踪者』を書 きは
じめる以前から,カフカはアメリカを舞台にした小説を書こうと試みていた
し,1912年の 「打開」以前には,ア メリカないし移民 というモチーフに引
き付けられる個人的動機があった。カフカの親戚には外国へ移住することで
経済的成功をおさめた人たちがいる。あるいは成功 したかどうかは別 とし
て,出 世をめさして移民 した人たちがいた。母方の伯父,ア ルフレー ト・レ
ーヴィとヨーゼフ ・レーヴィの兄弟,そ して,父方の従兄で,カ フカの同世
代にあたるオッ トー ,フ ランツ,エ ー ミール,ヴ ィク トアたちである12)。
1912年以前のカフカは,経 済的成功に重 きをお く家族の価値観に,ま だ強
く支配されていた13)。カフカは1907年に法律実習を終えるが,就 職の見込
みはすぐには立たなかった。従って,伯 父のつてをたよって,ス ペインや南
アメリカで就職する可能性を当時考えたのも,それな りに真実味のあること
だったのである。そこで,カ フカの描 くアメリカのイメージに関 して,新
聞,雑誌,講 演 といった情報源だけでな く,親戚筋の情報にも目を向ける必
要がある。
二人の伯父の出世は,か なりの苦労に満ちたものだったが,ア ルフレー ト
はマ ドリー ド鉄道の重役を務め,ヨ ーゼフはコンゴ鉄道建設に携わ り,その
後中国にも滞在 して,い ずれもかな りの資産家にの しあがった。カフカ一族
の伝記的研究を著 したアンソニー ・ノーシーは次のように述べている。「ア
ルフレー トとヨーゼフの経歴は,田舎のつましい暮らしか ら世に出たユダヤ
人が前世紀終わりの大きな資本主義的植民地主義的膨張の時代に外国でいか
にすれば身をたてることができたかを示す典型的な例でもある」14)。
父方の従兄たちは,1904年から1909年の間に,あ いついでアメリカへ移
民 している。たとえば,オ ッ トーは,16才で家をでて,い ったん南アメリ
カなどでの滞在を経て,1906年に合衆国に入 っている。弟のフランツは,
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兄のあ とを追 って,1909年に,や は り16才の若さで合衆国に移住 した。エ
ーミール とヴィク トアの兄弟はシカゴに滞在 し,エー ミールのほうは1909
年に「シアズ=ロ ウバック ・カンパニー」という大手通信販売店に就職する。
「シアズ」の写真入 り会社案内には,事 務室 というよりは巨大な広間といっ
たほうがふさわ しい空間が紹介されている15)。そこで何百人 もの従業員が,
記録,受 注,カ ー ド目録作成な どにたずさわっている。 こうした従兄たちの
経歴や体験は,『失踪者』の主人公カールや,そ こに描かれる巨大な通信室,
膨大な事務作業などのシーンを彷彿 とさせる。小説のディティール とカフカ
の親戚たちの経験に,多 くの一致があることは,さ きのアンソニー ・ノーシ
ーが事細かに述べているので,ここでは繰 り返さない。
こうした親戚筋からのアメリカ情報がカフカの耳に入 り,『失踪者』に一
定の影響を与えたことは否定できないだろう。 しかし,小説のモデルとなっ
た人物や出来事が特定できたとしても,そ こで小説テクス トの分析が終わる
わけではない。
3.「アメ リカ」「移民」「技術 」…一 イメージの連鎖 と多層性
『失踪者』は 「アメリカ合衆国」を舞台にした長篇小説だ,と 私は最初に
述べた。 しかし,そこには本当にアメリカが描かれているのだろうか。ある
いは,この小説がアメリカを舞台 とする必然性があっただろうか。
い くつかの研究に依拠 して以上 までに示 してきた通 り,『失踪者』には,
同時代のステレオタイプ的アメリカ像や具体的な移民のイメージが流れこん
でいる。つまり,時代的制約を受けたディティールをまった く無視 して,カ
フカの描いたアメリカ像がもっぱらファンタジーの産物だと決め付けて しま
うの も,ビンダーの言葉を借 りれば 「根拠薄弱(umhaltbar)」ということに
なるだろう16)。
しか しながら,自由の女神が剣をかさ していることから始まって,カ フカ
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のアメリカには当時の一般的アメリカ像を逸脱する部分があ り,また,デ ィ
ティールに関 しても た とえば,客 船の船長室が 「事務室(Bureau)」
(KV17)と呼ばれることはあまりない ち ぐは ぐな部分があることは確
かである。 このテクス トに同時代のメディアが伝えていたようなアメリカ像
の,一貫性あるリアリスティヅクな再現を求めることは難 しい。さらに,カ
フカの時代には常識 となっていたアメリカに関する知識 と,カフカの描写 と
に齪鱈があったとしても,それを追求 して得られるものは何であろう。
そこで今一度,『失踪者』 と 「アメリカ」の関係を考えるために,別 の問
いを立てる必要があるのかもしれない。『失踪者』の描 く 「アメ リカ」がフ
ァンタジーの産物であるか,否 か,と いう問いではな く,『失踪者』は 「ア
メ リカ」からどのようなファンタジーを紡いでいるか,と いう問いである。
ドゥルーズ/ガタリの言 うように,カ フカのテクス トが 「巣穴」にた とえら
れる構造を有 しており,様 々な入 り口と出口,そ して,通路を用意 している
のならば17),読者がどの通路を通るかによってテクス トの姿は異なって見
えるし,しかもまた,別 の通路を通ったあ とでは じめて,先 に通 った通路の
'
位置を測定 し直すこともしば しば起こるだろう。「アメ リカ」や 「移民」 と
いう記号も,巣穴のなかの一通路をた どるためのひ とつの指標 として機能す
ることになる。
「アメ リカ」 と 「移民」は,そ れだけですでに,旧 大陸ヨーロッパ と新大
陸アメリカと,の対立 ・二重性をは らんでいるし,同時に双方の空間を移動す
る運動のイメージも含む。『失踪者』が取 り込んだアメ リカ移民のステレオ
タイプは,移 民に関わる様々なイメージを連結させる次元をテクス ト内部に
構成 してゆ くように見える。その次元では,具 体的なアメリカ移民のイメー
ジよりも,「移民性」 と名づけることのできる複合的 ・多層的イメージが形
成される。たとえば,カ ール ・ロスマソがそうであるように,境界領域にお
いて,人は絶えず他人の領域 と自分の領域が接 した ところで,お互いの勢力
範囲を比較考量する生 き方を実践するが,こ のような 「境界領域」における
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存在 も,「アメリカー移民」から紡 ぎだされるイメージのひとつである。
『失踪者』における,ア メリカ移民のステレオタイプ的イメージは,小説
の単なる書き割 りではな く,小説の構造にも深 く関わっていると考えらる。
そうした例のひとつとして,カ ール ・ロスマソが乗った 「ハンブルク=ア メ
リカ航路」(KV13)をテクス トへの入り口として選んでみたい。
ハンブルクの 「ハンブルク=ア メリカ航路(Hamburg-AmerikaLinie)」,
つまり,ハ パ ク(Hapag)社は,ブ レーメンの北 ドイツ=ロ イ ド(Nord-
deutscherLloyd)社と並んで,ビ スマルクの植民地経済政策によって大き
く躍進 した船会社である18)。貨物輸送と客船の運航のほか,移 民は重要な
収入源だった。ヨーロッパからの移民は,大 部分がハンブルクあるいはブレ
ーメンか ら外国へ出て行った。ハンブルク=アメ リカ航路は世界最大級の客
船を擁iしてお り,高級客船であっても,三等船室に多 くの移民者を乗せてい
た。『失踪者』の第1章 「火夫」でも示唆されているが,三 等室の客は,一
等,二 等船室のあるデッキに入ることはできなかった。ここまでが,書 き割
り的,ス テレオタイプ的な側面だと言えるだろう。
「火夫」ではカールの乗 った客船に,大 きく分けて二つのイメージが重な
りあって くる。a)移民一移動一境界の踏み越え一境界領域 といったイメージ
と,も う一つはb)巨大な機械装置 と小さな機械装置のイメージだ。ニ ュー
ヨーク港はアメリカへ上陸する前の境界領域だが,境界の踏み越えというモ
チーフは,火 夫が自分の勢力範囲を越えて船長に直訴する場面にもあらわれ
ている。火夫は,こ こではカールが今後抱 える問題の代理戦争をしている。
一方,大小の機械仕掛けについて言えば,船 はカールが思っていたよりもは
るかに大きいことが分かるのだが,船長のいる 「事務室」には,複 雑なスイ
ッチにおおわれた書 き物机があり,その机は船全体に影響力を行使できる。
カールが不利な形勢に追い込まれている火夫にやきもきしているシーンで,
その書 き物机は次のように描写される。
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なるほ ど書き物机に目をやると,そこには電線につながれた無数の押 し
ボタンの並ぶ上置きがあ り,片手でそれを押 しさえすれば,通 路は敵意
に満ちた人々であふれ,船 全体を暴動に巻 き込むことがで きる。(KV
30f.)
a)境界領域 とb)機械装置 とい う二つのイメージのグループには,さ ら
に,ヨ ーロッパ とアメリカのように,お互いに断絶 した二つの領域を一瞬に
して結びつけるイメージが関連 して くる。たとえばヨーロッパの両親の家で
女中に誘惑 され,そ の女中がカールの子供を産んだというスキャンダルは,
彼女がアメリカにいる伯父に書き送っていた一通の手紙のため,船長ほかお
偉方のいる事務室で,一 挙に暴露されてしまう。 このc)断絶 と連結のイメ
ージは,実 を言えばa),b)のイメージグループに,す でに内包されてもい
る。
ハパク社の広告にたまたま目を向けると,その航路が文字通 り世界を結び
つけているのが分かる19)。「火夫」が独立 した作品として1913年に発表され
た時,ク ル ト・ヴ ォルフ出版は,カ フカに無断で1830年代のニューヨーク
港を描いた古めか しい挿 し絵を入れてしまう20)。これに対 してカフカは,
自分は 「超近代的ニューヨーク」を描 きたかったのに,と控えめな抗議をし
ている21)。彼の言う近代性には,遠 隔地を結びつける技術力も一つの背景
として加えられるべきだろう。それは,ひ とつには19世紀のノスタルジ ッ
クな移民ではな く,世界に張 り巡 らされた網目の一部をたどるような,高 速
・大量輸送を前提 とした移民の形態であるし,あ るいはまた,電 信電話によ
る通信技術である。
第2章 「伯父」に描かれるように,伯 父の運送会社が入った邸宅には,
巨大なエレベーターが複数あ り,カールの故郷の電話局よりも大きな電信室
が業務用に設けられている。さらに,同 じ建物の最上階にあるカールの部屋
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には,ア メリカ製の複雑な仕掛けを持った高級デスクが置かれており,こ こ
で も巨大な機械装置 と小さな機械装置との対置が反復する。 というのも,ア
メリカ製の机は,カ ールが子供の時に見たキリス ト生誕劇の小さな機械仕掛
けの舞台を思い出させるからである。機械装置は,ア メリカとヨーロッパ,
現在 と過去の思い出,そ して,子 と母 といった,一度断絶 した両者を絶え間
なく媒介する。
それ[=ア メリカ製書き物机の装置]は 最新の発明品だったが,そ れで
もカールは非常に鮮明に,故郷のクリスマス市で,驚嘆する子供たち相
手に上演された,キ リス ト生誕劇のことを思い出 した。 カールも冬着に
くるまって,よ くその前に立ち,年老いた男性がハン ドルを回すのと,
人形舞台で引き起 こされる効果 とを絶え間な く見比べたものだった。東
方の三博士がつっかえながら前に進み出て,星 が輝 きながら昇 り,聖な
る厩でぎこちない生が営まれる。そしてカールにはいつも,彼の後ろに
立 っていた母親が出来事すべてをしっかりとは見つめていないように思
われ,彼女が自分の背中に触れるまで自分の方に引き寄せて,目 立たな
い光景,た とえば前方の草むらで後足で立った り,走 り出す身構 えを し
たりする小さなウサギの様子を,大 きな叫び声をあげながら指差 し見せ
てやっていた。 しかし結局母親は彼の 口を手でふさいで,お そらくは彼
女のもとの不注意な状態に陥 って しまうのだった。(KV57f.)
そのあ とにこういうテクス トが続 く。「その机はもちろんそのようなこと
を思い出させるために作 られていたわけではないが,発 明の歴史にはおそ ら
く,カールの思い出におけるのと同様,似 たようなわけの分からぬ関連性が
あったのである。」(KV58)さきに引き合いに出したエジソンが,特 に遠隔
通信の分野で大 きな発明をしたことはよく知られている。電信電話機が境界
を越えて無限に関連を広げて行 くこと,現在 と過去の思い出が連鎖 してゆ く
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こと,そ して家族の系譜が機械的につ くられてゆ くことは,カ ール ・ロスマ
ソにとって同じ重みを持った関心領域である。カールは火夫に対 して 「ぼ く
はいつ も技術にひどく関心があったんです[中 略]ア メリカに来ることにな
らなければ,将 来はきっとエンジニアになったろうに」(KVllf.)と控え
めに希望をもらすのは,単 に目の前にある機械仕掛けに興味があるからでは
ない。カールは小さな装置から大きな装置への関連全体に精通 したいと思っ
ているのであ り,一つの領域 と他の領域 とが結びつ く,その仕組み全体に関
心を持っているのである。
伯父がカールの行動を制限 し,会社の業務を見せるのもいやいやながらな
のは,伯 父がカールのそうした欲求に気づいているからだ。小さな機械装置
が巨大な機械装置に結びつき,あ るべき境界を末梢 しながら拡大してゆ くと
き,全体の関連は容易に把握することができな くなる。カール ・ロスマンの
抱える問題は,ま ず境界線がどこにあるのかを把握すること,また境界線を
越えるべきか否かを比較考量することだ。伯父はカールに対 して,最初の判
断は不確実なものだ,と 忠告するが,こ れは一定の領域にとどまるべきだ,
との抑圧的意見 として響 く。伯父は自宅に連れ帰ったカールに対 して次のよ
うに言う。
ヨーロッパ人がアメリカに来て最初に過 ごす日々は,い わば誕生 と同じ
ようなものだ。 カールが不必要な不安を持たずに済む よう言っておく
'が ,こ こでは,あ の世から人間界に来るのに比べれば,早 く慣れること
ができる。だからこそはっきりと分かっていなくてはならないのは,最
初の判断はいつも不確実であり,こ こでの生活を続けてゆく助けになる
べき将来の判断すべてを,最初の不確実な判断によって狂わせることが
あってはならない,と いうことだ。(KV56)
すでに繰 り返 し指摘されているように,カ フカのテクス トにおいて,「死」
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と 「誕生」は重要な役割を演 じている22)。カフカは 『判決』を書いた時の
ことを思い出 しながら,その作品を「汚れと粘液にまみれた正真正銘の誕生」
と表現 しただけでな く23),『変身』やr訴 訟』の主人公たちにも,生まれ変
わりや,誕生 日に起こる突然の異変を物語の冒頭に経験させることで,筋 を
展開させている。つまり,「社会生活における死が,文学の始まりと誕生で
ある。社会生活に対する失踪状態は,文 学への新一生を意味する。」24)
伯父の忠告は,生死の うちの一方の世界での充足を促すように見える。 し
か し,カールは,生死の境界を絶え間な く乗 り越える欲求に突き動かされて
いるようだ。過去の思い出に遡及するベク トル と,現在の生を捨てて新たな
生に向かうベク トルとが,カールの物語には共存 している。また,二 つの領
域を絶えずまたぐことで,カールには「失踪者でありなが ら,現前 している」
という二重性が深 く刻み込まれる25)。
カールが伯父の忠告を無視することによって,こ うむる被害は,思 いもよ
らない場所に存在 していた境界線 を,知 らない間に越えたことで生 じて く
る。『失踪者』における境界領域は,先 鋭化 した形で急浮上する。つまり,
二つの異なった勢力がぶつかる場所 として,ど ちらかの勢力範囲に完全に従
属するのでなければ,か ならず双方から圧力を受ける場所 として。ホテル ・
オクシデンタルで,時 計のように正確なリズムでタイプを打つことのできる
テレーゼや,案 内業務に忙殺される門衛助手のように,一定の領域内で機能
することがカールにはできない。規則を破ったために,ホ テルを解雇された
あ とも門衛主任の暴力に苦 しむのは,自 分のテリ トリーを越えることが危険
であることを示 している。境界線上での力と力のぶつか り合いは,船 の事務
所やホテルの事務所を 「法廷(Forum)」(KV32)の場に変貌させ,そ こで
展開される言説は,た とえばそれが 「正義(Gerechtigkeit)」(KV48,247)
を体現 しているか どうか,と いった,そ の意味内容が重要なのではな く,そ
の場での権力分布を示す一つの機能となっている。
境界線上における誘惑,葛 藤,軋 礫,暴 力を繰 り返 し経験 しながら,カー
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ルは,オ クラハマ劇場で,ネ グロという新 しい名前で,技 術労働者として出
発 してゆ く(KV409)。彼はっまり,再び最底辺から全体像の把握できない
装置へ と入って行 くのである。
1921年にカフカは,日 記にこう記 している。「孤独 と共同社会の間の,こ
の境界地帯(Grenzland)を,ぼくはめったに踏み越えたことはなかった。
それ どころかぼ くは孤独自体の中よりも,境界地帯の中に住み着いているこ
とのほうが,は るかに多かったのだ。 これに比べたら,ロビンソンの島はな
ん と活気のある美 しい国だったことか」26)
カフカがプラハの ドイツ系ユダヤ人として経験 した境界地帯では,国家,
民族,言 語,宗 教,文 化,政 治,男 女の性 といったあらゆる線引が錯綜 して
いた。特定の党派やグループに一体化することのなかったカフカは,絶 え間
ない異文化接触,境 界踏み越えの問題を一身に引き受けていたと言えるだろ
う。 しか し,『失踪者』というテクス トは,特 定の社会的 ・文化的差異を個
別に反映させた結果として興味深いのではな く,むしろ,あ らゆる社会的 ・
文花的差異を呼び込み,読 み込ませることのできる構造 として特異である。
「アメリカー移民」 という当初の出発点にしがみつ くならば,舞 台となっ
たアメリカには ドイツ文化圏内部 と周辺における微妙な差異 とヒエラルヒー
が反映 している,ま た,『失踪者』のアメリカは,ヨ ーロッパ と断絶 してい
るのではな く,ヨーロッパ内部での移民性が延長された世界になっている,
と主張することはできよう。
しかし,その主張 も,断絶 した二者の接触する境界領域に関する膨大なイ
メージを集積したテクス トの多層性 と,主体に書き込まれた二重性を人間世
　 　
界の多様な領域に関わる形で表現する技術の前にあっては,や は り,舌足ら
ずとの印象をまぬかれない。
[付記]本 稿は,日 本独文学会1996年秋季研究発表会(1996年10月19日大谷大学[京
都])シンポジウム 「ドイツ文学とアメ リカll」における口頭発表原稿に,加
筆 したものである。
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中 央 ヨー ロ ツパ
ポ ー ラン ド
27,497
40,536
16,374
1,941
790
691
4,165
4,726
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(人)
出 典:Helbich,J.Wolfgang(unterMitarbeitvonAnnetteHaubold):"AneMen-
schensinddortgleich..."DiedeutscheAmerika-Auswanderungim19.und
20.Jahrhundert.D亘sseldorf:Schwann,1988.S.152-155.
※ 「他 の 中 欧 」 に は,オ ー ス ト リ ア,ハ ン ガ リ ー が 含 ま れ る 。
※ 「ポ ー ラ ソ ド」 は1899年 以 降,オ ー ス ト リ ア=ハ ソ ガ リ ー,ド イ ツ,ロ シ ア に 含
ま れ る 。
(ひろさわ ・えりこ 商学部専任講師)
